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同
　
　
意

◇
厚
真
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

厚
真
町
教
育
委
員
会
委
員
に
金
光
え
り
さ

ん
（
上
厚
真
）
を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
さ

れ
ま
し
た
。

◇
自
治
功
労
賞
表
彰

厚
真
町
商
工
会
会
長
の
寺
坂
文
秀
さ
ん

（
本
郷
）
を
自
治
功
労
表
彰
す
る
こ
と
に
同

意
さ
れ
ま
し
た
。報　

　
告

◇
所
管
事
務
調
査
報
告
（
各
常
任
委
員
会
）

◇
委
員
会
調
査
報
告
（
北
海
道
胆
振
東
部
地

震
復
興
特
別
委
員
会
、
議
会
改
革
調
査
特
別

委
員
会
、
新
庁
舎
周
辺
等
整
備
調
査
検
討
特

別
委
員
会
）

◇
財
政
援
助
団
体
等
に
関
す
る
監
査
の
結
果

報
告

◇
定
期
監
査
の
結
果
報
告

◇
現
金
出
納
例
月
検
査
の
結
果
報
告

◇
教
育
委
員
会
の
事
務
事
業
の
点
検
・
評
価

報
告

◇
令
和
２
年
度
決
算
に
基
づ
く
健
全
化
判
断

比
率
及
び
資
金
不
足
比
率

議
　
　
案

◇
厚
真
町
防
災
会
議
条
例
の
一
部
改
正

◇
厚
真
町
複
合
型
地
域
福
祉
活
動
拠
点
施
設

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正◇
厚
真
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
一
部
改
正

◇
財
産
の
取
得

北
海
道
か
ら
厚
幌
ダ
ム
建
設
事
務
所
等
建

物
を
取
得

・
内
訳
…
コ
ア
倉
庫
や
車
庫
、
宿
舎
な
ど
合

計
29
件
、
数
量
合
計
１
１
８
７
・
96
㎡

・
取
得
金
額
…
１
７
２
０
万
９
０
６
０
円

・
取
得
の
相
手
方
…
北
海
道

◇
財
産
の
取
得

・
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
配
送
車
を
取
得

・
取
得
金
額
…
８
１
５
万
３
５
７
７
円

・
取
得
の
相
手
方
…
北
海
道
市
町
村
備
荒
資

金
組
合

◇
平
成
30
年
災
第
６
２
６
号
準
用
河
川
ウ
ク

ル
川
災
害
復
旧
工
事
請
負
契
約
の
締
結

・
契
約
方
法
…
指
名
競
争
入
札

・
契
約
金
額
…
５
５
２
２
万
円

・
契
約
の
相
手
方
…
北
辰
・
今
多
経
常
建
設

共
同
企
業
体

◇
厚
真
町
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
市
町
村
計

画（
令
和
３
年
度
〜
令
和
７
年
度
）の
策
定

◇
令
和
３
年
度
厚
真
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
９
号
）

令
和
３
年
度
厚
真
町
一
般
会
計
補
正
予
算

は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
億
１
７
０
５
万

３
千
円
を
追
加
し
、
総
額
は
１
０
２
億
４
５

６
３
万
６
千
円
に
な
り
ま
し
た
。
補
正
さ
れ

た
主
な
事
業
は
次
の
通
り
で
す
。

・
庁
舎
周
辺
等
整
備
事
業
…
４
９
５
万
円

・
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
整
備
事
業

…
１
億
３
５
１
４
万
円

・
災
害
廃
棄
物
処
理
事
業
…
８
０
０
万
円

・
農
業
後
継
者
総
合
育
成
対
策
事
業

…
２
０
０
万
円

・
豊
沢
地
区
観
光
・
交
流
拠
点
整
備
基
本
計

画
策
定
事
業
…
２
３
６
万
円

・
公
営
住
宅
環
境
改
善
整
備
事
業

…
１
８
０
２
万
５
千
円

・
古
民
家
再
生
推
進
事
業
…
１
億
９
千
万
円

・
防
災
施
設
整
備
事
業
…
９
３
７
万
円

・
文
化
財
保
護
事
業
…
１
９
８
万
８
千
円

◇
令
和
３
年
度
厚
真
町
介
護
保
険
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算（
保
健
事
業
勘
定
補
正
予
算

（
第
１
号
））意

見
書
案

◇
林
業
・
木
材
産
業
の
成
長
産
業
化
に
向
け

た
施
策
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書

◇
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
財
政
状
況
に
対

処
し
地
方
税
財
源
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書

◇
国
土
強
靭
化
に
資
す
る
社
会
資
本
整
備
等

に
関
す
る
意
見
書

認
定
（
付
託
）

◇
令
和
２
年
度
厚
真
町
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定

◇
令
和
２
年
度
厚
真
町
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

◇
令
和
２
年
度
厚
真
町
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

◇
令
和
２
年
度
厚
真
町
介
護
保
険
事
業
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

◇
令
和
２
年
度
厚
真
町
簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

◇
令
和
２
年
度
厚
真
町
公
共
下
水
道
事
業
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

議 会
令和３年　第３回定例会

令和３年第３回定例会が９月８日に開催されました。会期日
程は、８、９日の２日間。町防災会議条例の一部改正や令和３
年度町一般会計補正予算など議案９件、同意２件が審議され、
原案通り可決しました。また、７件の報告があったほか、認定
６件は決算審査特別委員会に付託され、閉会中に継続審査され
ます。主な内容をお知らせします。

町
長
行
政
報
告

〇
町
内
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況

に
つ
い
て

町
内
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
状
況
は
、
９
月
２
日
時
点
で
、
65
歳
以

上
の
対
象
者
１
７
４
１
人
の
う
ち
１
回
目
の

接
種
を
終
え
た
方
が
１
６
２
６
人
（
う
ち

町
外
接
種
者
80
人
）、
接
種
率
は
93
・
４
％
、

２
回
目
の
接
種
を
終
え
た
方
が
、
１
５
９
７

人
（
同
74
人
）、
接
種
率
は
91・７
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
12
歳
以
上
64
歳
以
下
の
対
象
者
２

３
２
９
人
の
う
ち
１
回
目
の
接
種
を
終
え
た

方
が
、
１
８
４
４
人
（
同
１
２
３
人
）
接
種

率
79
・
２
％
、
２
回
目
の
接
種
を
終
え
た
方

が
、
１
６
１
３
人
（
同
１
０
３
人
）、
接
種

率
69
･
3
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

９
月
16
日
で
、
町
が
実
施
す
る
集
団
接
種

を
終
了
し
ま
す
が
、
10
月
か
ら
あ
つ
ま
ク
リ

ニ
ッ
ク
に
お
い
て
、
今
年
度
新
た
に
12
歳
に

な
る
方
お
よ
び
未
接
種
の
方
で
接
種
を
希
望

さ
れ
る
方
が
接
種
で
き
る
よ
う
体
制
を
整
備

し
、
広
報
な
ど
で
周
知
し
ま
す
。

な
お
、
あ
つ
ま
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
の
接
種
日

程
で
都
合
が
つ
か
な
い
方
に
は
、
10
月
以

降
、
苫
小
牧
市
の
集
団
接
種
会
場
や
医
療
機

関
で
接
種
で
き
る
よ
う
関
係
機
関
と
調
整
中

で
す
。

ま
た
、
報
道
な
ど
に
も
あ
る
と
お
り
、
３

回
目
の
接
種
が
検
討
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
が
、実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
ら
、

国
か
ら
の
通
知
に
基
づ
き
、
適
切
な
時
期
に

接
種
で
き
る
よ
う
体
制
を
整
え
ま
す
。

〇
令
和
２
年
度
豊
沢
地
区
宅
地
耐
震
化
工
事

に
お
け
る
施
工
不
良
に
つ
い
て

令
和
２
年
度
に
実
施
し
た
豊
沢
地
区
宅
地

耐
震
化
工
事
で
、
施
工
不
良
を
確
認
し
ま
し

た
。
令
和
２
年
度
豊
沢
地
区
大
規
模
盛
土
造

成
地
滑
動
崩
落
防
止
工
事
（
そ
の
１
）
で
、

請
負
者
は
岩
倉
建
設
株
式
会
社
苫
小
牧
本

店
、
請
負
金
額
６
億
９
１
２
２
万
９
千
円
、

主
な
工
事
内
容
は
抑
止
杭
工
９
箇
所
、
抑
え

盛
土
工
５
箇
所
で
す
。
工
期
は
令
和
２
年
７

月
13
日
か
ら
令
和
３
年
３
月
17
日
、
工
事
完

成
検
査
を
令
和
３
年
３
月
26
日
に
実
施
し
同

日
受
け
渡
し
し
て
い
ま
す
。

完
成
検
査
の
際
に
冬
期
施
工
に
よ
る
舗
装

や
盛
土
の
不
陸
亀
裂
な
ど
凍
上
に
よ
る
も
の

に
つ
い
て
凍
解
後
手
直
し
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
大
規
模
な
施
工
不
良

を
６
月
24
日
か
ら
８
月
25
日
に
か
け
て
確
認

し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
申
し

あ
げ
ま
す
。

大
き
く
３
点
で
、
１
点
目
は
抑
え
盛
土
工

で
設
置
し
た
フ
ト
ン
カ
ゴ
に
お
い
て
規
格
を

大
き
く
外
れ
る
玉
石
が
多
く
混
入
し
、
空
隙

や
変
形
が
生
じ
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
設
計

に
無
い
金
属
網
（
エ
キ
ス
パ
ン
ド
メ
タ
ル
）

を
承
認
な
く
使
用
し
て
お
り
、
こ
の
金
属
網

に
錆
び
が
発
生
し
、
カ
ゴ
材
へ
悪
影
響
の
恐

れ
が
あ
る
こ
と
、
更
に
カ
ゴ
が
不
等
沈
下
し

て
い
る
と
判
定
し
ま
し
た
。

原
因
は
、
自
然
石
に
対
す
る
規
格
の
厳
格

性
に
甘
さ
が
あ
り
、
搬
入
時
の
材
料
確
認
と

作
業
員
へ
の
施
工
指
導
を
怠
り
施
工
し
た
こ

と
、
ま
た
、
金
属
網
に
つ
い
て
は
、
錆
が
カ

ゴ
材
に
及
ぼ
す
影
響
を
認
識
し
て
い
な
か
っ

た
こ
と
、
不
等
沈
下
は
、
床
面
の
仕
上
げ
や

転
圧
不
足
に
よ
る
も
の
で
見
栄
え
を
意
識
せ

ず
施
工
し
た
も
の
で
す
。

２
点
目
は
、
押
え
盛
土
工
で
使
用
し
た
盛

土
材
の
栗
石
に
設
計
規
格
を
大
き
く
外
れ
る

も
の
が
多
く
混
入
し
、
特
に
土
砂
が
多
く
混

入
し
た
箇
所
で
は
透
水
性
の
悪
化
や
有
孔
管

の
目
詰
ま
り
を
起
こ
す
恐
れ
が
あ
る
と
判
定

し
ま
し
た
。

原
因
は
、
玉
石
と
同
様
に
自
然
石
に
対
す

る
規
格
の
厳
格
性
に
甘
さ
が
あ
り
、
搬
入
時

の
材
料
確
認
を
怠
っ
た
た
め
土
砂
が
多
量
に

混
在
し
た
材
料
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
し
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

３
点
目
は
、
押
え
盛
土
工
に
設
置
し
た
径

８
０
０
㎜
の
有
孔
管
の
一
部
に
許
容
値
を
上

回
る
変
形
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
場
合

管
の
強
度
が
低
下
し
変
形
が
進
む
恐
れ
が
あ

る
と
判
定
し
ま
し
た
。

原
因
は
、
管
周
辺
の
栗
石
の
転
圧
不
足
と

土
被
り
が
少
な
い
状
態
で
管
の
上
で
重
機
作

業
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
施
工
不
良
は
、
工
事
契
約
約
款

の
瑕
疵
担
保
規
定
に
よ
り
請
負
者
の
負
担
に

お
い
て
修
補
す
る
こ
と
で
協
議
が
整
っ
て
い

ま
す
。

修
補
の
内
容
は
、
１
点
目
の
フ
ト
ン
カ
ゴ

は
、
全
量
撤
去
し
玉
石
を
ふ
る
い
直
し
設
計

規
格
の
粒
径
に
整
え
新
材
の
フ
ト
ン
カ
ゴ
に

て
設
置
し
ま
す
。

２
点
目
の
抑
え
盛
土
工
の
栗
石
は
、
全
量

搬
出
し
石
材
プ
ラ
ン
ト
に
て
洗
浄
と
ふ
る
い

直
し
に
よ
り
土
砂
の
排
除
と
粒
径
を
整
え
た

う
え
で
再
び
搬
入
し
て
盛
土
仕
上
げ
し
ま

す
。３

点
目
の
抑
え
盛
土
工
の
有
孔
管
は
、
変

形
し
た
箇
所
を
新
材
に
入
れ
替
え
し
、
そ
の

際
に
管
周
辺
の
盛
土
材
の
転
圧
と
管
上
の
重

機
作
業
に
細
心
の
注
意
を
払
い
な
が
ら
再
設

置
し
ま
す
。
ま
た
、
抑
え
盛
土
完
了
後
に
自

走
式
カ
メ
ラ
で
管
内
部
に
異
常
が
無
い
か
確

認
し
ま
す
。

修
補
工
事
に
お
け
る
再
発
防
止
に
つ
い

て
、請
負
者
は
、工
事
目
的
物
を
設
計
図
書・

仕
様
書
に
基
づ
き
完
成
さ
せ
る
義
務
が
あ

り
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
施
工
管
理
が
不
十

分
で
あ
っ
た
と
考
察
し
て
お
り
、
修
補
工
事

に
あ
た
っ
て
請
負
者
は
、
現
場
代
理
人
の
上

に
更
に
熟
練
し
た
統
括
責
任
者
を
配
置
し
、

施
工
管
理
体
制
を
強
化
し
ま
す
。
ま
た
、
施

工
管
理
基
準
を
厳
格
化
し
、
通
常
は
請
負
者

が
行
う
材
料
確
認
に
町
の
監
督
員
も
立
ち
会

う
こ
と
や
、
施
工
段
階
に
お
け
る
確
認
事
項

を
細
か
く
設
定
し
、
当
該
工
事
の
品
質
確
保

を
図
り
ま
す
。

町
と
し
て
、
今
後
の
大
規
模
工
事
や
特
殊

工
事
の
発
注
に
あ
た
っ
て
は
、
施
工
管
理
や

完
了
検
査
の
支
援
を
外
部
の
技
術
者
に
委
託

す
る
な
ど
監
督
検
査
体
制
を
強
化
し
ま
す
。

最
後
に
宅
地
耐
震
化
に
係
る
工
事
は
、
居

住
さ
れ
る
皆
様
の
不
安
を
解
消
し
、
安
心
・

安
全
な
生
活
に
資
す
る
重
要
な
工
事
で
す
。

こ
の
工
事
に
お
い
て
施
工
不
良
が
あ
っ
た
こ

と
は
、
誠
に
遺
憾
で
あ
り
、
町
と
し
て
の
監

督
責
任
を
痛
感
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

ル
ー
ラ
ル
地
区
の
皆
さ
ま
、
関
係
す
る
皆

さ
ま
に
は
衷
心
よ
り
お
わ
び
申
し
上
げ
ま

す
。今

後
は
、
早
期
の
修
補
と
再
発
防
止
に
全

力
で
取
り
組
み
ま
す
。

〇
農
作
物
の
生
育
状
況
に
つ
い
て

農
作
物
の
生
育
状
況
で
す
が
、
冬
季
の
積
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雪
量
は
平
年
に
比
べ
少
な
く
、
融
雪
期
は
平

年
と
比
較
し
６
日
早
ま
り
ま
し
た
。
融
雪
後

の
気
象
は
平
年
並
で
推
移
し
、
春
の
耕
起
作

業
や
、
は
種
作
業
は
概
ね
順
調
に
終
了
し
ま

し
た
。

胆
振
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
東
胆
振
支

所
が
調
査
し
た
農
作
物
の
生
育
状
況
に
よ
る

と
、
水
稲
は
、
は
種
か
ら
移
植
期
ま
で
の
気

温
は
平
年
並
に
推
移
し
、
苗
の
生
育
は
平
年

並
で
し
た
。移
植
作
業
も
平
年
並
に
始
ま
り
、

順
調
に
進
み
、５
月
29
日
に
終
了
し
ま
し
た
。

５
月
下
旬
か
ら
６
月
上
旬
に
か
け
て
は
低
温

寡か
し
ょ
う照
に
経
過
し
た
た
め
、
活
着
や
分
げ
つ
が

遅
れ
、
生
育
は
遅
れ
ま
し
た
。
６
月
下
旬
以

降
か
ら
８
月
中
旬
ま
で
は
高
温
多
照
に
経
過

し
た
た
め
、
冷
害
危
険
期
の
障
害
な
ど
は
見

ら
れ
ず
、
出
穂
期
は
７
月
29
日
と
平
年
よ
り

４
日
早
く
経
過
し
て
い
ま
す
。
登
熟
前
半
の

７
月
下
旬
か
ら
８
月
上
旬
は
か
な
り
の
高
温

で
経
過
し
て
い
る
た
め
、
成
熟
期
に
つ
い
て

も
平
年
に
比
べ
早
ま
る
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
稔
実
調
査
に
よ
る
不
稔
率
は
、
中

苗
「
な
な
つ
ぼ
し
」
で
4.8
％
（
平
年
値
7.0
％
）

程
度
と
平
年
並
か
ら
や
や
低
く
な
っ
て
お

り
、
収
量
と
高
品
質
米
の
生
産
を
期
待
す
る

と
こ
ろ
で
す
。

農
林
水
産
省
が
発
表
し
た
８
月
15
日
現
在

の
本
年
産
水
稲
の
作
柄
概
要
で
は
、
北
海
道

は
「
や
や
良
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
全
国
で

は
「
良
」
が
１
県
、「
や
や
良
」
は
５
道
県
、

「
平
年
並
」
が
20
府
県
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
東
日
本
を
中
心
と
し
た
早
場
地
帯
の

作
柄
は
、概
ね
「
平
年
並
」
か
ら
「
や
や
良
」

と
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

秋
ま
き
小
麦
は
、
融
雪
が
早
く
起
生
期
は

平
年
に
比
べ
６
日
早
く
迎
え
た
も
の
の
平
年

並
に
生
育
し
、
出
穂
期
は
６
月
４
日
と
な
り

ま
し
た
。
６
月
の
天
候
は
平
年
以
上
の
日
照

時
間
が
確
保
さ
れ
た
も
の
の
、
収
穫
前
の
７

月
３
半
旬
ま
で
は
曇
天
が
続
き
、
成
熟
期
を

７
月
18
日
に
迎
え
ま
し
た
。
収
穫
期
間
は
高

温
少
雨
だ
っ
た
た
め
作
業
が
順
調
に
進
み
、

収
穫
終
わ
り
が
７
月
30
日
と
平
年
よ
り
や
や

早
く
終
了
し
ま
し
た
。
登
熟
日
数
は
平
年
と

同
等
の
44
日
で
、麦
が
細
い
傾
向
な
が
ら
も
、

粗
麦
重
量
は
平
年
並
と
な
っ
て
い
ま
す
。

８
月
20
日
現
在
の
調
製
状
況
（
厚
真
地
区

分
）
で
は
、
秋
小
麦
の
受
け
入
れ
重
量
は
、

１
３
８
７
ト
ン
で
、
等
級
麦
は
１
２
３
０
ト

ン
（
約
88
・
7
％
）
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
春
小
麦
の
受
け
入
れ
重
量
は
１
０
３

７
ト
ン
で
、
等
級
麦
は
７
８
０
ト
ン
（
約

75
・
２
％
）
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

馬
鈴
薯
は
、
植
え
付
け
作
業
が
平
年
並
に

進
み
、
萌
芽
後
は
温
暖
多
照
で
経
過
し
た
こ

と
か
ら
、
病
害
虫
の
発
生
は
少
な
く
、
開
花

期
、
茎け
い
葉よ
う
黄お
う
変へ
ん
期き

と
も
に
早
く
迎
え
生
育
は

順
調
に
進
み
ま
し
た
。
収
穫
作
業
は
８
月
中

旬
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
高
温
、
乾
燥
傾
向

の
影
響
で
や
や
小
玉
傾
向
で
す
が
、
規
格
内

率
、
品
質
は
平
年
並
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

大
豆
は
、
は
種
が
平
年
並
に
終
了
し
た
も

の
の
、
出
芽
直
後
の
６
月
４
日
の
暴
風
雨
の

影
響
に
よ
り
一
部
生
育
が
停
滞
し
た
ほ
場
も

あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
回
復
し
平
年
並
に

生
育
は
進
み
、
開
花
期
は
平
年
と
比
べ
１
日

早
い
７
月
17
日
に
迎
え
て
い
ま
す
。
草
丈
・

葉
数
は
平
年
並
、
莢さ
や
数か
ず
は
平
年
よ
り
や
や
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。

小
豆
は
、
は
種
が
平
年
並
に
終
了
し
、
出

芽
後
も
順
調
に
生
育
し
て
お
り
、
開
花
期
は

平
年
に
比
べ
４
日
早
い
７
月
20
日
に
迎
え
て

い
ま
す
。
草
丈
は
平
年
並
で
す
が
葉
数
、
莢

数
は
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

て
ん
菜
は
、
移
植
期
が
平
年
並
と
な
り
、

適
度
な
降
雨
が
あ
っ
た
た
め
、
活
着
は
良
好

で
し
た
。
直
播
て
ん
菜
に
つ
い
て
も
、
大
き

な
障
害
は
無
く
出
芽
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
、
移
植
・
直
播
と
も
に
、
順
調
に
生
育
が

進
み
ま
し
た
が
、
７
月
中
旬
か
ら
高
温
、
少

雨
が
続
き
、
そ
の
影
響
で
葉
数
、
根
部
の
肥

大
は
平
年
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。
今
後
の
気

温
、
降
雨
に
よ
っ
て
生
育
の
回
復
が
期
待
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

牧
草
は
、
萌
芽
期
は
平
年
よ
り
５
日
早
い

４
月
５
日
と
な
り
、
そ
の
後
も
順
調
に
生
育

が
進
み
、
一
番
草
の
出
穂
期
は
平
年
よ
り
１

日
早
い
６
月
10
日
と
な
り
ま
し
た
。
収
穫
は

平
年
よ
り
４
日
早
く
始
ま
り
、
収
穫
期
は
平

年
と
比
べ
４
日
早
い
６
月
19
日
に
、
収
穫
終

わ
り
は
平
年
と
比
べ
７
日
早
い
７
月
３
日
と

な
り
ま
し
た
。

そ
菜
園
芸
で
は
、
ホ
ウ
レ
ン
草
は
、
春
の

天
候
に
恵
ま
れ
出
荷
量
は
安
定
し
た
も
の

の
、
価
格
は
や
や
安
値
で
推
移
し
ま
し
た
。

７
月
か
ら
の
高
温
に
よ
り
立
ち
枯
れ
や
焼
け

な
ど
の
障
害
が
発
生
し
、
収
量
は
激
減
し
て

い
ま
す
が
、
価
格
は
現
在
高
値
で
推
移
し
て

い
ま
す
。

カ
ボ
チ
ャ
は
、
早
出
し
の
作
型
に
つ
い
て

は
、
着
果
時
の
天
候
不
順
に
よ
り
着
果
不
良

と
な
り
、
慣
行
作
型
も
猛
暑
の
影
響
に
よ
り

着
果
不
良
で
不
作
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、輸
入
品
の
販
売
が
例
年
に
比
べ
遅
れ
、

国
産
の
販
売
時
期
と
重
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

厳
し
い
販
売
環
境
が
続
い
て
い
ま
す
。

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
、
６
月
下
旬
か
ら
出
荷

が
始
ま
り
、
７
月
中
旬
ま
で
は
安
定
し
た
出

荷
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
猛
暑
の
影
響
に

よ
り
高
温
障
害
や
病
害
虫
等
が
発
生
し
、
収

量
は
減
少
し
て
い
ま
す
。
価
格
は
安
値
で
推

移
し
て
き
ま
し
た
が
、
現
在
は
や
や
高
値
で

推
移
し
て
い
ま
す
。

花
き
は
、
春
の
天
候
も
良
く
生
育
は
概
ね

順
調
に
進
み
、
病
害
虫
の
発
生
も
少
な
く
品

質
も
概
ね
良
好
で
推
移
し
ま
し
た
が
、
高
温

の
影
響
に
よ
り
大
幅
な
前
進
出
荷
と
な
り
、

彼
岸
向
け
の
作
型
の
一
部
が
お
盆
に
出
荷
さ

れ
る
状
況
と
な
り
ま
し
た
。
価
格
に
つ
い
て

も
、
７
月
は
安
値
で
推
移
し
、
お
盆
の
需
要

期
以
降
も
価
格
の
上
昇
は
鈍
く
、
厳
し
い
販

売
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ハ
ス
カ
ッ
プ
は
、
６
月
４
日
の
暴
風
雨
に

よ
り
枝
の
折
損
や
果
実
の
損
傷
な
ど
の
被
害

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
高
温
に
よ
り
果
実

の
皮
が
柔
ら
か
く
な
っ
た
こ
と
で
収
穫
期
間

も
短
く
な
り
、
減
収
と
な
り
ま
し
た
。
価
格

は
平
年
並
に
推
移
し
ま
し
た
。

近
年
、
気
象
変
動
が
大
き
い
年
が
続
い
て

い
ま
す
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
拡
大
と
長
期
化
に
よ
り
、
昨
年

に
引
き
続
き
農
作
物
価
格
の
下
落
や
輸
送
経

費
負
担
の
増
加
な
ど
農
業
経
営
に
も
影
響
が

出
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
的
確
に
対
応
で
き

る
よ
う
関
係
機
関
と
連
携
し
て
対
応
す
る
と

と
も
に
、
収
穫
作
業
の
最
盛
期
を
迎
え
る
に

あ
た
っ
て
、
農
作
業
事
故
に
十
分
注
意
さ
れ

る
よ
う
生
産
者
へ
の
呼
び
か
け
を
強
化
し
ま

す
。

防災無線のデジタル化に伴う
戸別受信機の更新工事について

町では今年、次の地区において防災行政無線のデジタル化のため、
順次、戸別受信機の更新工事を行います。更新工事の際は、新型
コロナウイルス感染症について、万全の防止対策を講じて行います。

■更新工事対象地区（10地区）
共栄、富野、軽舞、豊丘、鯉沼、上厚真、共和、厚和、鹿沼、浜厚真

・ 今年度の設置にかかる工事費や機器・材料は町で負担し、
町民の方に負担していただくことはありません。（特殊な工
事等を必要とする場合は、この限りではありません）
・ 工事に際しては、身分証を携行した工事事業者が皆さまの
お宅にお伺いして実施します。（戸別受信機の交換や外部ア
ンテナの交換、外部アンテナの新規設置（一部地域）など

　　　
厚
真
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊

小こ

町ま
ち

谷や

健た
け

彦ひ
こ

さ
ん
（
36
歳
）

着

任
▽
令
和
３
年
４
月（
１
年
目
）

出
身
地
▽
札
幌
市

―
厚
真
で
は
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す

か
？こ

れ
ま
で
映
画
を
撮
っ
た
り
、
映
像
制
作

に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
経
験
を
活
か

し
て
、
映
像
制
作
全
般
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の

デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
や
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
業
務

を
し
て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
企
画
や
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
開
発
な
ど
も
手
掛
け
て
い
ま
す
。

―
ど
の
よ
う
な
映
画
が
好
き
で
す
か
？

映
画
に
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
が
あ
り
ま
す
が
、
私
は
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
が
好
き
で
す
。
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

の
良
い
と
こ
ろ
は
「
自
分
の
頭
で
完
結
し
な

い
と
こ
ろ
」
で
す
。
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
れ

ば
自
分
で
作
り
た
い
よ
う
に
作
っ
て
し
ま
え

る
の
で
す
が
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
だ
と
そ

う
は
い
か
な
い
。
相
手
が
あ
っ
て
の
こ
と
な

の
で
「
こ
う
い
う
ふ
う
に
撮
り
た
い
」「
こ

ん
な
話
が
聞
け
る
は
ず
」
と
い
う
想
い
を
持

っ
て
も
、
こ
と
ご
と
く
裏
切
ら
れ
ま
す
。「
撮

れ
な
い
こ
と
を
受
け
入
れ
る
こ
と
」
が
大
切

だ
と
学
び
ま
し
た
。

―
な
ぜ
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を
選
ん
だ
の
で

す
か
？

一
本
の
映
画
が
き
っ
か
け
で
す
。
25
歳
く

ら
い
の
と
き
に
そ
の
映
画
を
見
直
す
機
会
が

あ
り
、
こ
れ
だ
な
と
思
っ
て
そ
の
ま
ま
そ
の

映
画
を
撮
っ
た
監
督
に
弟
子
入
り
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
映
画
の
制
作
会
社
に
入
社
し
、
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
に
深
く
関
わ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
映
像
に
は
人
生
を
変
え
る
力
が

あ
り
ま
す
。

―
現
在
の
生
活
は
い
か
が
で
す
か
？

意
外
と
「
都
会
だ
な
」
と
感
じ
て
い
ま
す
。

以
前
は
道
東
の
小
さ
な
町
に
住
ん
で
い
ま
し

た
。
そ
の
町
の
環
境
は
と
て
も
気
に
入
っ
て

い
ま
し
た
。
で
も
、
映
像
関
係
の
仕
事
で
起

業
を
意
識
す
る
と
、
案
件
は
「
札
幌
」
に
多

く
、
そ
の
町
か
ら
だ
と
移
動
が
難
し
い
。
そ

の
点
、
厚
真
町
は
苫
小
牧
市
や
千
歳
市
も
近

い
で
す
し
、
札
幌
市
も
十
分
仕
事
圏
内
で
す
。

お
陰
で
今
は
外
に
出
る
機
会
が
多
く
、
厚
真

町
に
い
る
時
間
が
取
り
に
く
い
の
が
悩
み
で

す
。
も
っ
と
厚
真
町
で
の
時
間
や
縁
を
増
や

し
た
い
で
す
。

―
協
力
隊
の
３
年
間
で
ど
ん
な
映
像
を
撮
り

た
い
で
す
か
？

町
の
皆
さ
ん
に
撮
影
さ
せ
て
欲
し
い
と
お

願
い
す
る
と
、
き
っ
と
「
私
な
ん
か
た
い
し

た
こ
と
な
い
よ
」
と
言
う
と
思
う
の
で
す
。

で
も
、
そ
ん
な
こ
と
は
な
く
て
。
む
し
ろ
そ

う
い
う
「
た
い
し
た
こ
と
な
い
こ
と
」
に
こ

そ
、
価
値
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
町
の
人
の

い
ろ
ん
な
シ
ー
ン
や
表
情
を
撮
っ
て
「
ロ
ー

カ
ル
放
送
局
」
を
作
り
た
い
で
す
。

起
業
型
地
域
お
こ
し
協
力
隊

※ 一部地域では、アンテナを屋外に取り
付けし、ケーブルを戸別受信機まで引
き込まなければならないため、壁に１
㎝程度の穴を開けるなどの工事が必要
となります。（ケーブルを屋内に通し、
防水処理を施します）

ダイナポールアンテナ
軒下など雪害のない場所へ
ステンレスのビスなどで
強固に固定します。

※ 対象地区以外の方で、旧型戸別受信機をお使い
の方は、防災グループまでご連絡ください。

旧型戸別受信機 新型戸別受信機

総務課　防災グループ　☎27-2481

音量ダイヤルの色が
「青色」または「灰色」

青色

灰色

取り付けるアンテナはダイナポールアン
テナか八木アンテナのどちらか一つです

八木アンテナ
敷地内に支柱を立てて
取り付けます。

議 会 令和３年　第３回定例会




